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シュ イーサスー アワレミー タマイ！ 
 
キリエ（主よ）：ミサの一部。「主よ、憐れみたまえ」で始まる。 










〔 50 〕 
大学：ダブリン大学トリニティ・コレッジ。 
ニンフたちはわれらの手をすりぬけた：「ニンフたちは行ってしまった」T. S. 








少女が正面に： ‘The girl is in her face.’ オトゥーリシュクはこの詩の、1～
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進路：‘course’ のアイルランド語の原語 ‘sea’ は ‘yes’ の意味があり、次の
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ルランド語の作品として小説 3 編、戯曲 8 編、詩集 2 冊があり、英語の作品
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ものである（Barone: 2001. 81）。書かれたのは 1960 年代の初めだが、この
作品には「ポストヒロシマ（広島後）」の世界に生きているとの感覚がみなぎっ
ていて、それは彼が 1945 年に最初の妻のウーナ（Úna, 1965 年没）と新婚
旅行中に、原爆の記事を読んで以来ずっと続いているものなのである―「何
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英訳し、アイルランド語による 20 世紀の詩のアンソロジーLeabhar na 
hAthghabhála: Poems of Repossession. Ed. Louis de Paor (Hexham, 








『現代詩手帖』思潮社、2016 年 9 月号に掲載されたが、思潮社の計らいで、
再録が可能になった。 
最後になるが、カーニー氏の依頼を受けて、この翻訳の仕事を紹介してく
ださった、堀江洋文所員に篤く御礼申し上げる。私の拙い訳文が、原文のニュ
アンスを多少なりとも伝えることができていたら幸いである。 
